

























































































































































































0 0 0 0 0
に新たな生命が生まれることが分かっている。
企業の研究開発においても，研究開発の絶滅の直前
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しい用途開発が研究開発を絶滅の危機から救い，研究開発を延命させ，研究開発の衰退を回避
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している
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る場が，レッドオーシャンから転換したブルーオーシャンである
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。オートファジーは，もとも
と飢餓状態で機能することが知られており，研究開発においてもブルーオーシャンという飢餓
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
状態がオートファジーを遺憾なく発揮させ，新たなイノベーションの核となる研究開発の要素
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ごとに細かく分解され，それらは再結合の機会を待つことになる
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金鉱発見が容易になるだけでなく，完成された社会インフラにただ乗りする幸運にも恵まれ，
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逆にイノベーションの方から新規参入企業に近づいてくるチャンスに遭遇することになる
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い企業の研究遺産が無尽蔵に横たわっているだけでなく，それらはまったく異なる分野や業界
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や市場に関する研究遺産であり，自前主義に慣れ親しんだ日本企業の研究開発では絶対に得ら
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
れない多様性に富んだものである





0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
く今こそがイノベーションの好機であり，レッドオーシャンからブルーオーシャンに変わるタ
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
イミングを見逃してはならない
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。ちなみに，日本からシリコンウエハ生産や半導体製造が駆逐
されようとしている。それらが皆無になってから日本に復活させることは何百倍もの労力を要
する。研究開発分野が完全に絶滅した後は，その分野の研究者やエンジニアが雲散霧消するだ
けでなく，その社会インフラが解体され利用不可能な状況に陥る。その分野が完全崩壊した後
で，新たな用途発明を考え出しても，イノベーションに辿りつくことは奇跡に近い。つまり，レッ
ドオーシャンからブルーオーシャンに完全に変わってしまった後では，イノベーションは望め
ない。研究開発が衰退し絶滅に向かっている現在が，新たなイノベーションを誕生させる絶好
のチャンスであると，本論文は日本企業に訴えたい。
５章　まとめ
１）	シリコンの半導体用途は48％，液晶素材用途は21％，シリカ用途は15％，太陽電池用途は
７％，時計用途は６％，珪素鋼板用途は３％であった。シリコン用途に関する研究開発は
６分野に分類できる。
２）	シリコンに関して増加する用途開発は7％のみであり，減少する分野90％を相殺できない
ため，シリコンの研究開発の絶滅を延命することができない。つまり減少分野と増加分野
の差は83％である。
３）	シリコンの研究開発は確実にブルーオーシャン化が進行している。その中で太陽電池用途
のようなイノベーションが生まれている。
４）	白金の自動車用途は25％，燃料電池用途は17％，医療用途は11％，熱電対用途は11％，石
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油精製用途は10％，点火プラグ用途は８％，タッチパネル用途は５％，有機EL用途は４％，
光触媒用途は３％，電極接点用途は３％，装飾用途は３％であった。白金の用途に関する
研究開発はこれらの11分野に分類できる。
５）	白金に関して増加する用途開発は16％のみであり，減少する分野66％を相殺できないた
め，白金の研究開発の絶滅を食い止めることができない。つまり減少分野と増加分野の差
は50％である。白金の研究開発は確実にブルーオーシャン化が進行している。
６）	ブルーオーシャン化が進行する白金の研究開発の中で，医療用途やタッチパネル用途のよ
うなイノベーションが生まれている。
７）	銀の写真用途は72％，自動車用途は９％，太陽電池用途は６％，歯科用途は５％，抗菌用
途は４％，装飾用途は３％，浄水用途は１％であった。銀の用途開発は７分野に分類できる。
８）	銀に関して増加する用途開発は23％のみであり，減少する分野77％を相殺できないため，
銀の研究開発が絶滅する傾向は変わらない。つまり減少分野と増加分野の差は54％である。
銀の研究開発は確実にブルーオーシャン化が進行している。
９）	ブルーオーシャン化が進行する銀の研究開発の中で，自動車用途，太陽電池用途，歯科用
途，装飾用途のようなイノベーションが生まれている。
10）	亜鉛の顔料用途は23％，半導体用途は21％，透明電極用途は14％，亜鉛メッキ用途は
14％，電池用途は10％，発光ダイオード用途は８％，医薬用途は５％，化粧品用途は５％
であった。亜鉛の研究開発は８分野に分類できる。
11）	亜鉛に関して増加する用途開発は23％のみであり，減少する分野56％を相殺できないため，
亜鉛の研究開発が絶滅する傾向は変わらない。つまり減少分野と増加分野の差は33％であ
る。亜鉛の研究開発は確実にブルーオーシャン化が進行している。
12）	ブルーオーシャン化が進行する亜鉛の研究開発の中で，医薬品用途，電池用途，発光ダイ
オード用途のようなイノベーションが生まれている。
13）	アルミニウムの箔用途は28％，自動車用途は25％，合金用途17％，建築用途は10％，缶用
途は６％，高圧電線用途は５％，航空機用途は５％，ヒートシンク用途は４％であった。
アルミニウムの研究開発は８分野に分類できる。
14）	アルミニウムに関して増加する用途開発は39％のみであり，減少する分野51％を相殺でき
ないため，アルミニウムの研究開発が絶滅する傾向は変わらない。しかし減少分野と増加
分野の差は12％と小さい。
15）	アルミニウムの研究開発は徐々にブルーオーシャン化が進行している。その中で航空機用
途，高圧電線用途，ヒートシンク用途，自動車用途のようなイノベーションが生まれている。
16）	ニッケルのステンレス用途は26％，メッキ用途は25％，電池用途は23％，自動車用途は９％，
シールド用途は７％，インバー用途は６％，歯科用途は４％である。ニッケルの研究は７
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分野に分類できる。
17）	ニッケルに関して増加する用途開発は38％のみであり，減少する分野58％を相殺できない
ため，ニッケルの研究開発が絶滅する傾向は変わらない。しかし，減少分野と増加分野の
差は20％と小さい。
18）	ニッケルの研究開発は徐々にブルーオーシャン化が進行している。その中で自動車用途，
インバー合金用途，電池用途のようなイノベーションが生まれている。
19）	ブルーオーシャン化を加速させる研究開発と，研究開発のブルーオーシャン化を減速させ
る分野が同時に存在する。増加する分野と減少する分野の構成比率の差（増減率差）はブ
ルーオーシャン化と非常に良い相関がある。
20）	新しい用途開発が研究開発を絶滅の危機から救い，完全なブルーオーシャン化を食い止め
る。
21）	シリコン，白金，銀，亜鉛，アルミニウム，ニッケルの研究開発が示すように，用途分野
ごとにブルーオーシャン化を加速させる分野とブルーオーシャン化を減速させる分野に分
かれるだけでなく，それぞれの研究開発の成果や人的資源が分野を移動している可能性が
高い。
22）	仮説「研究開発の絶滅が作り出すブルーオーシャンにはイノベーションが宿り，その好機
が存在する」は検証された。
23）	過去の研究遺産は，そのままの状態で活用されることはほとんどなく，新しい環境に適合
する条件を探すため，細かな要素に分解され，バラバラな部品に解体され，再利用のタイ
ミングを待つ。ブルーオーシャンという飢餓状態が，研究開発におけるオートファジーを
遺憾なく発揮させる。
24）	転換したブルーオーシャンでオートファジーにより発見しやすくなった金鉱を掘り当てる
のは，その分野の常連ではなく新参者である場合が少なくない。その新規参入企業は，転
換型ブルーオーシャンにおいて，金鉱を容易に発見するだけでなく，すでに完成された社
会インフラにただ乗りする幸運にも恵まれ，イノベーションと遭遇することになる。
25）	転換型ブルーオーシャンにおけるイノベーターたちは，先陣を切り戦ったが敗れ去ったイ
ノベーターの遺産をほとんど無料で引き継ぐフォロワーたちと言える。このフォロワーたち
は，転換型ブルーオーシャンを利用して容易にかつ安全に成功確率を高めることができる。
26）	転換型ブルーオーシャンでは，まったく知らない企業の研究遺産が無尽蔵に横たわってい
るだけでなく，それらはまったく異なる分野や業界や市場に関する研究遺産であり，自前
主義の強い日本企業だけは絶対に得られない多様性に富んだ研究遺産である。
27）	研究開発の絶滅時期が刻々と近づく今こそがイノベーションの好機であり，日本企業は
レッドオーシャンからブルーオーシャンに変わるタイミングを見逃してはならない。
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